
Ｊ
Ｈ
２
Ａ
の
設
立

　

２
０
２
０
年
10
月
に
菅
義
偉
首
相
は
所
信
表
明
演

説
に
お
い
て
、「
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
」
を
目
指
す
こ
と
を
宣
言
し
た
。
そ
の
後
12
月

に
政
府
が
「
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

に
伴
う
グ
リ
ー
ン
成
長
戦
略
」
を
発
表
し
、
国
を
挙

げ
て
脱
炭
素
に
向
け
た
動
き
を
進
め
る
こ
と
が
明
確

と
な
っ
た
。
日
本
の
み
な
ら
ず
、
世
界
各
国
に
お
い

て
も
、
欧
州
で
は
２
０
１
９
年
12
月
に
欧
州
グ
リ
ー

ン
デ
ィ
ー
ル
が
公
表
さ
れ
、
ド
イ
ツ
で
は
水
素
基
本

戦
略
が
策
定
さ
れ
た
。
バ
イ
デ
ン
政
権
と
な
っ
た
米

国
に
お
い
て
も
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
下
で
離
脱
し
て
い

た
パ
リ
協
定
に
復
帰
し
、
２
０
２
１
年
4
月
に
は
、

米
国
主
催
に
よ
る
気
候
変
動
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
、

自
国
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
２
０
３
０
年
ま

で
に
半
減
さ
せ
る
新
た
な
目
標
を
表
明
し
て
い
る
。

こ
の
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
、
菅
首
相
は
、
我
が
国
に

お
け
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
２
０
３
０
年
度

に
２
０
１
３
年
度
比
46
％
削
減
す
る
と
い
う
、
非
常

に
高
く
野
心
的
な
目
標
を
表
明
し
た
。
こ
の
よ
う
に

世
界
各
国
が
脱
炭
素
に
向
け
た
動
き
を
急
激
に
加
速

さ
せ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
２
０
２
０
年
12
月
に
、
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
を
俯
瞰
し
、
業
界
横
断
的
か
つ
オ

ー
プ
ン
な
組
織
と
し
て
、
社
会
実
装
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
実
現
を
通
じ
早
期
に
水
素
社
会
を
構
築
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
水
素
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
推
進
協
議
会

（
略
称
：
Ｊ
Ｈ
２
Ａ
）が
発
足
し
た
。
設
立
記
念
イ
ベ

ン
ト
で
は
、
梶
山
弘
志
経
済
産
業
大
臣
に
も
来
賓
と

し
て
ご
臨
席
賜
り
、
ま
た
、
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
で
も

取
り
上
げ
て
い
た
だ
き
、
当
協
議
会
へ
の
注
目
度
が

非
常
に
高
い
中
で
の
船
出
と
な
っ
た
。
設
立
時
に
は
、

協
議
会
の
目
的
や
理
念
に
賛
同
さ
れ
た
88
社
の
企
業

に
会
員
と
し
て
参
画
い
た
だ
い
た
。
２
０
２
１
年
2

月
に
は
、
地
方
自
治
体
に
も
特
別
会
員
と
し
て
新
た

に
参
画
い
た
だ
き
、
合
計
１
９
５
社
・
団
体
と
な
り
、

当
初
の
2
倍
以
上
の
規
模
に
な
っ
て
い
る（
２
０
２

１
年
4
月
現
在
）。

　

当
協
議
会
の
特
徴
と
し
て
、
石
油
、
ガ
ス
、
商
社

等
の
水
素
製
造
に
関
連
す
る
企
業
の
み
な
ら
ず
、
装

置
メ
ー
カ
ー
や
、
電
力
等
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
企
業
、
鉄

鋼
、
化
学
等
の
産
業
分
野
や
、
流
通
、
運
輸
、
金
融

も
含
め
た
幅
広
い
業
種
に
参
加
い
た
だ
い
て
い
る
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
今
後
の
水
素
社
会
に

対
し
て
あ
ら
ゆ
る
業
種
が
注
目
し
、
積
極
的
に
関
与

し
て
い
こ
う
と
い
う
意
思
の
表
れ
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

Ｊ
Ｈ
２
Ａ
の
活
動
内
容

　

今
後
の
当
協
議
会
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
具
体
化
・
推
進
、
政
策
提
言
の
実
施
、

水
素
に
関
す
る
他
の
団
体
や
各
種
業
界
団
体
と
の
連

携
、
水
素
普
及
の
た
め
の
広
報
等
の
活
動
を
行
っ
て

い
く
予
定
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
水
素
社
会
実
現
に

向
け
た
機
運
が
幾
度
と
な
く
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て

き
た
が
、
現
実
に
は
水
素
の
社
会
実
装
に
は
繋
が
っ

て
お
ら
ず
、
多
く
の
課
題
を
解
決
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
現
状
水
素
社
会
実
現
に
向
け
て
は
、

下
記
3
点
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

①
需
要
創
出
：
現
状
の
水
素
利
用
は
、
鉄
鋼
、
化
学

産
業
で
の
自
家
消
費
需
要
が
大
半
を
占
め
て
お
り
、

外
販
用
途
と
し
て
は
、
半
導
体
、
ガ
ラ
ス
製
造
等
の

水
素
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
推
進
協
議
会（
Ｊ
Ｈ
２
Ａ
）

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

水
素
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
推
進
協
議
会

企
画
運
営
委
員
長

福ふくし
ま島 

洋ひろし
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特集 ２０５０年カーボンニュートラルに向けたエネルギー・気候変動政策

業
界
横
断
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
国
の
支
援
・
予

算
規
模
の
抜
本
的
な
見
直
し
、
拡
充
を
す
る
と
と
も

に
、
公
的
金
融
の
拡
充
と
制
度
整
備
等
を
求
め
て
い
く
。

政
府
の
グ
リ
ー
ン
成
長
戦
略
と
の
関
連

　

世
界
各
国
に
お
い
て
、
水
素
社
会
実
現
に
向
け
た

動
き
が
加
速
し
て
い
る
中
、
我
が
国
に
お
い
て
も
、

２
０
２
０
年
12
月
に
「
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
に
伴
う
グ
リ
ー
ン
成
長
戦
略
」
を
政
府
が

公
表
し
、
今
後
の
方
向
性
を
提
示
し
た
。
そ
の
中
で
、

り
を
進
め
、
多
く
の
事
業
者
の
参
入
を
容
易
に
で
き

る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
が
必
要
と
考
え
る
。

　

上
記
課
題
を
個
別
企
業
の
み
で
解
決
す
る
こ
と
は

難
し
く
、
需
要
者
、
供
給
者
、
そ
し
て
金
融
業
者
が

一
体
と
な
っ
て
課
題
解
決
に
取
り
組
み
、
オ
ー
ル
ジ

ャ
パ
ン
の
体
制
で
、
水
素
社
会
の
実
現
と
い
う
共
通

の
目
標
に
向
か
っ
て
議
論
を
進
め
、
今
後
の
各
種
提

言
等
に
結
び
付
け
て
い
き
た
い
。

政
策
提
言
に
つ
い
て

　

当
協
議
会
と
し
て
は
初
め
て
と
な
る
政
策
提
言
を
、

２
０
２
１
年
３
月
16
日
に
当
協
議
会
の
３
会
長
よ
り
、

梶
山
大
臣
に
手
交
し
た
。
提
言
は
、
設
立
当
初
の
会

員
88
社
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
、
そ
の
回
答
内
容
に

基
づ
き
、
幅
広
い
意
見
を
盛
り
込
ん
だ
内
容
と
な
っ

て
い
る
。
本
提
言
の
主
な
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
通
り

で
あ
る
。

①
水
素
の
位
置
付
け
：
本
提
言
で
い
う
と
こ
ろ
の
水

素
は
、
液
化
、
圧
縮
の
水
素
の
み
で
は
な
く
、
ア
ン

モ
ニ
ア
、
メ
チ
ル
シ
ク
ロ
ヘ
キ
サ
ン
、
メ
タ
ネ
ー
シ

ョ
ン
等
の
水
素
派
生
物
質
も
含
め
て
お
り
、
幅
広
い

水
素
の
普
及
を
目
的
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
法
律
等

で
、
水
素
を
カ
ー
ボ
ン
フ
リ
ー
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と

し
て
明
確
に
位
置
付
け
る
こ
と
を
求
め
る
。

②
需
要
拡
大
へ
の
取
り
組
み
：
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
多

い
分
野
で
あ
る
、
電
力
部
門
、
産
業
部
門
、
運
輸
部

門
別
に
必
要
な
支
援
、
法
の
見
直
し
等
を
求
め
る
。

③
安
価
な
水
素
供
給
：
海
外
で
の
製
造
、
輸
送
、
貯

蔵
等
を
考
え
た
大
規
模
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
構
築

や
、
効
率
的
な
水
素
製
造
技
術
の
開
発
や
、
カ
ー
ボ

ン
フ
リ
ー
水
素
の
国
内
製
造
に
向
け
た
支
援
等
に
つ

い
て
明
記
し
て
い
る
。

④
横
断
的
な
取
り
組
み
：
需
要
、
供
給
の
み
な
ら
ず
、

一
部
産
業
で
の
利
用
に
限
ら
れ
て
い
る
。
今
後
輸
送
、

発
電
等
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
並
び
に
、
化
学
、
鉄
鋼
等
で

の
産
業
利
用
の
拡
大
を
通
じ
た
需
要
の
創
出
を
す
る

こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
水

素
と
既
存
化
石
燃
料
の
経
済
性
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め

る
た
め
の
政
策
支
援
が
必
須
で
あ
る
。

②
技
術
革
新
に
よ
る
コ
ス
ト
削
減
：
需
要
拡
大
を
推

進
す
る
た
め
に
も
、
水
素
の
コ
ス
ト
削
減
は
必
須
で

あ
る
。
カ
ー
ボ
ン
フ
リ
ー
の
水
素
を
大
量
に
製
造
し
、

貯
蔵
、
輸
送
す
る
と
い
う
、
新
し
い
技
術
開
発
を
進

め
、
大
規
模
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
構
築
を
進
め
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

③
資
金
供
給
の
仕
組
み
づ
く
り
：
需
要
創
出
、
コ
ス

ト
削
減
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
大
き
な
資
金
需

要
が
見
込
ま
れ
る
。
現
状
商
業
的
に
成
立
し
得
る
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
で
き
て
い
な
い
た
め
、
資
金
供
給

の
仕
組
み
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
。
需
要
創
出
、
コ

ス
ト
削
減
へ
の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に

も
、
事
業
者
に
対
し
て
の
資
金
供
給
の
仕
組
み
づ
く

成
長
が
期
待
さ
れ
る
産
業
と
し
て
14
分
野
が
選
定
さ

れ
、
そ
の
１
つ
に
水
素
産
業
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
中
で
、
水
素
を
新
た
な
資
源
と
位
置
付
け
て
、

自
動
車
分
野
だ
け
で
な
く
、
幅
広
い
プ
レ
ー
ヤ
ー
を

巻
き
込
む
こ
と
を
想
定
し
て
お
り
、
２
０
３
０
年
に

需
要
最
大
３
０
０
万
ｔ
、
30
円
／
Nm3
、
２
０
５
０
年

に
２
０
０
０
万
ｔ
と
い
う
数
値
目
標
を
明
示
し
て
い

る
。
今
回
提
出
し
た
政
策
提
言
は
、
本
成
長
戦
略
と

歩
調
を
合
わ
せ
た
も
の
と
な
り
、
今
後
当
協
議
会
で

は
、
数
値
目
標
に
対
し
て
、
セ
ク
タ
ー
別
、
地
域
別

等
の
需
要
積
み
上
げ
を
行
い
、
実
現
化
す
る
た
め
の

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
っ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

　

水
素
社
会
実
現
は
、
将
来
の
脱
炭
素
化
に
必
要
不

可
欠
で
あ
り
、
官
民
一
体
と
な
っ
て
、
一
刻
も
早
く

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
、
未
来
の
子
ど
も
達
に
大
き
な

負
担
を
背
負
わ
す
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
技
術
革
新

や
実
装
化
で
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
こ
と
に
よ
り
、
新

た
な
外
交
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
と

考
え
る
。
脱
炭
素
化
、
水
素
社
会
の
実
現
が
、
一
人

ひ
と
り
の
問
題
と
し
て
認
識
さ
れ
、
同
じ
ベ
ク
ト
ル

を
向
い
て
歩
み
を
進
め
て
い
け
る
よ
う
、
当
協
議
会

と
し
て
も
、
活
発
な
議
論
や
幅
広
い
水
素
の
普
及
活

動
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

2021年3月16日　梶山経済産業大臣へ、
JH2Aの3会長から政策提言を手交
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